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地震後に崩壊が発生した山地斜面の地形的特徴-2008年岩手・宮城内陸地震調査よ
り-
Topographic characteristics of mountain slope where landslide induced after 2008 Iwate-
Miyagi Nairiku Earthquake
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2008年 6月 14日に発生した岩手宮城内陸地震後，同年 9月までの期間中の降雨などにより，新たな斜面崩壊が発生し
ていること，それらの周辺には地震時に発生した亀裂が存在していることを筆者らは報告している（村上ほか，2010）。
今回，岩手県一関市槻木平地区において，地震直後および 3ヶ月後の 9月に計測されたレーザープロファイラー（LiDAR）
データから作成した陰影図および等高線図を比較し，地震後に崩壊が発生した斜面の崩壊前の地形的特徴について検討
した。また，崩壊には至っていないものの，同様の地形的特徴が認められた斜面についても現地調査を行った。
　地震直後の LiDAR データより作成した陰影図および等高線図より，地震後に新たに発生した崩壊地の崩壊前の微地

形を判読した。その結果，地震後に崩壊が発生した場所は，地震前は，ほぼ平型な斜面形の中に部分的に凸型の斜面形
となっている場所，あるいは半月または馬蹄形の緩傾斜地であることが多かった。このような微地形はまだ崩壊は認め
られない場所においても複数認められた。現地においてこのような場所を踏査したところ，多くの斜面で亀裂の発生が
認められた。今回，確認したうちの一つの亀裂周辺で簡易貫入試験を行った。亀裂より下方の斜面では，表層から深く
なるにつれて N値が徐々に高くなるが，途中，1.5～2.0m付近で N値が 5以下となる軟弱な層の存在が認められた。亀
裂より上方の斜面，あるいは近傍の亀裂が発生していない斜面ではこのような層は認められなかった。このため，地震
後に崩壊が発生した斜面では，地震時あるいは直後には崩壊に至らなかったものの，亀裂の発生とともに軟弱な層が形
成され，それがすべり面となって地震後の降雨による崩壊の要因となっていることが推測された。
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